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研究成果の概要（和文）：本研究で太平洋の18言語に入っている4783の単語（日本語起源借用語）を採集してい
る。主な言語（パラオ語、チャモロ語、カロリン語、ヤップ語、チューク語、ポナペ語、マーシャル語、ハワイ
英語）に入っている単語に関して聞き取り調査を行ない、それぞれの言語に入った語の意味変化や音韻変化の使
用実態を確認した。構築した『太平洋諸島日本語起源借用語逆引き辞典』で日本語の「野球」を引くと、太平洋
の15言語でその発音がhakiuu, iakiu, yaakyuu, yaekuyuuなどに変化している事や、「舵」の意味が「車のハン
ドル」に変化している実態から日本語が旧植民地の諸言語に多大な影響を与えた事が分かる。

研究成果の概要（英文）：Japanese are quite aware of the foreign words which have entered their 
language, but there is less awareness of the large number of Japanese words which have entered the 
languages of the Northern Pacific region.  In this project we constructed a database of 4783 words 
which have entered 17 languages of the former Japanese colonies (Palauan, Chamorro, Carolinian, 
Yapese, Chuukese, Ponapean, etc.) as well as Hawaiian English.  For these major languages varieties 
we conducted field work interviewing native speakers to find how Japanese Origin Loanwords have 
changed phonologically and semantically in the process.  For example the Japanese word "denki" 
(electricity) has entered 14 languages but in many of them, including Pingelapese, its primary 
meaning has shifted to "flashlight".  14 languages use a word deriving from Japanese "zori" 
sandal), but due to phonological changes the term is now "jodi" in Marshallese.  These words along 
are complied in our "Dictionary of Pacific Japanese".

研究分野：社会言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、「国際社会における日本語の位置づけの明確化」である。日本国民は外来語を意識している
が、日本語が他の言語へと入った現象（井上史雄の言う「外行語」）は知られていない。学術的意義として、日
本語が音韻体系の異なる多数の言語に入っていくとどのような音韻変化が起きるかを分析できる。同様、意味論
的な変化が起きているが、その類型（意味拡張、意味縮小、意味推移など）ができた。社会的意義として、これ
ら旧植民地の言語がどのように日本語の影響を受けているか、また日本語がどのようにこれらの言語の語彙増加
に貢献しているかの詳細を明らかにすることができた。『太平洋諸言語日本語起源借用語逆引き辞典』を編纂
中。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
これまで代表者の研究では旧南洋庁における日本語の習得（教室習得と自然習得を含めて）
を母語干渉や転移など言語接触の観点から追究してきた。本研究では焦点を戦前から戦後に移
して現在に至るまでの借用語の使用状況に注目した。これまでこの地域における日本語起源借
用語（Japanese Origin Loanwords、以下 JOL）の採集や分析に取り組んできたや神崎杏実、島田
めぐみ、井上史雄、Kimi Miyagi、Ryoko Hattori, Mark Goniwiecha, Tsz-him Tsui, Walsh, John & 
Eulalia Harui Walsh の個別言語を対象にした研究および言語間の傾向に注目した由井紀久子の
数量的意味論研究を踏まえて、総合的な研究を目指した。 
 
２．研究の目的 
日本人は自分の言語に外国語が大量に取り入れられていることをよく意識しているが、本研
究では、日本語から外国語に入っていった借用語を対象にした。『太平洋諸言語日本語起源借用
語逆引き辞典』の作成に向けて、旧日本帝国の膨張によって領域を拡大した日本語の語彙的影
響に迫った。研究目的は次の問題を明らかにすることであった。旧南洋庁地域で使われている
様々な言語にはどのような借用語が入っているか。それぞれの言語にはどれぐらいの日本語借
用語（語数）が入っているか。借用語の意味分野にはどのような特徴が見られるか。辞典のほ
とんどは 1972 年～1980 年の間に刊行されたもので、データの元となっているインフォーマン
トは日本語が話せた世代だが、現在の日本語の話せない世代において JOLはどの程度保持され
ているか。JOLの発音がそれぞれの現地語の音韻体系にどのように適合しているか。その一方、
JOLの導入によって音素が増えたり、音配列規則が破られたりしたような現象は見られないか。
JOLの綴りは現地語の正書法に従っているか、日本語ローマ字表記のままになっているか。意
味変化にはどのような現象（拡張、縮小、推移など）が見られるか。使用頻度、発音や意味に
はどのような世代差が見られるか。 
 
３．研究の方法 
研究は 4段階に分かれた。まず、旧南洋庁の数々の言語に入った JOLをデータベース化する
ために、それぞれの言語の辞書を紙媒体で入手し、見出し語を目で追って JOLを採集する作業
を行なった。次に、このリストを調査票にして、現地に出向いて、教養ある現地語母語話者を
複数探して面接調査を行なった。調査では、その単語を知っているかどうか、どういう意味合
いで使っているか、発音、つづり、品詞、複合語、活用形、使用者の属性（男性に多い、若者
に多いか）などについて教えてもらった。また、調査中、インフォーマントに、調査票にない
JOLが思い浮ぶということもあって、辞書にない語彙項目を増やすことができた。さらに、「パ
ラオ語に日本語の電気や草履が入っているけど、あなたの言語では言わない？」のように、言
語間の比較を行なうことで新たに JOLを発見するという有効な調査手段を使った。現地では言
語景観調査も実施し、JOLを含む看板類（広告、公共表示）の写真撮影を行なった。三つ目の
段階は、新たに採集した JOL情報をデータベースに追加し、言語同士の比較をさらに進めると
いうことであった。最後は現在進めている『太平洋諸言語日本語起源借用語逆引き辞典』の編
集作業である。 
 
４．研究成果 
本研究で対象とした旧南洋庁地域の言語は、カロリン語、チャモロ語、カピンガマランギ語、
コスラエ語、マーシャル語、モキル語、ナモルク語、ヌクオロ語、パラオ語、ピンがラップ語、
ポナペ語、プルワット語、サタワル語、トラック語、ウルシー語、ウォレアイ語、ヤップ語。
さらに、比較のために日本移民の言語的影響が大きかった「ハワイ英語」（ピジンやクレオール
英語からハワイ標準英語までの言語的連続体の総称）を加えて 18言語となった。今回の研究で
4925語に上る JOLを確認することができた。 
上記の 18言語のうち、主なもの（州や国家の公用語となっているものや話者の多いもの）の
面接による聞き取り調査は実施している。マーシャル語は 2018年 9月、ポナペ語は 2018年 3
月、ヤップ語は 2017年 3月、チューク語は 2016年 3月、チャモロ語とカロリン語は 2015年 9
月、パラオ語は 2019年 3月、2018年 3月、2017年 3月、2016年 3月、ハワイ英語は 2018年 9
月、2017年 5月、2016年 11月に調査を実施している。これらの面接による聞き取り調査では
以下に書かれている様々な変化や変異の詳細について確認することができた。残りの言語につ
いては、現在のところ各言語の辞典に掲載されている情報のみをデータベースして分析対象に
している。 
 これまでの学会発表や活字論文で多数の言語を分析してきた。研究課題は(a)意味変化、(b)
音韻対応、(c)正書法、(d)使用状況、（e）調査法などの方法論の五つに分類できる。まず、(a)
「意味変化」の分析はハワイ英語（論文①、論文⑧）やマーシャル語（論文②）、チューク語（論
文⑦、発表 25）、カロリン語、チャモロ語、パラオ語（発表⑱、発表 22、発表 23）で行なって
いる。次に(b)「音韻対応」の分析はパラオ語（論文⑥、発表 24）やハワイ英語（発表⑯）を対
象に行なっている。また、(c)「正書法」はパラオ語（論文③、発表①、発表⑥、発表⑩、発表
17）を中心に行なっている。さらに、(d)「使用状況」や社会言語学的な背景の研究としてパラ
オ語の発表⑲、発表 21、発表 28があり、ヤップ語の発表⑫がある。（e）「方法論」や理論的研
究には発表②、発表③、発表⑦、発表⑧、発表⑨、発表⑬、発表 14、発表 15、発表 20、発表



26、発表 27がある。最後に、比較となる関連する言語使用地域を探ったのは、発表④、発表⑤、
発表⑦、発表⑫がある。 
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